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2020年7月21日 

報道関係各社 御中 

桃山学院教育大学が 

カンボジア・メコン大学の学生とオンラインでともに学ぶ 

海外連携型協同学習（COIL）を試験実施 
 

桃山学院教育大学（大阪府堺市、学長：梶田叡一、5月1日時点学生数：661名）とカンボジア・メコン大

学は、2019年2月に大学間の包括連携協定を締結し、相互理解を基盤とした大学交流により、両大学の教職

員ならびに学生の教育の発展に寄与することをめざしています。2020年2月には本学学生10名がカンボジア

を訪問し学生交流を実施する計画でしたが、新型コロナウイルスの影響により直前に渡航中止になりました。 

しかしながら今回、このような難しい環境下であっても現在のリソースを活用した教育活動を実施すること

は大学の責務であると考え、海外連携型協働学習（Collaborative Online International Learning; COIL）

を試験実施することになりましたのでお知らせします。 

本学学生とメコン大学の学生がオンラインで交流しながら、国際的・双方向的な新しい協働学習に取り組み

ますのでご注目ください。 

 

記 

日 時：2020年 7月 22日（水）11:00～ 

参加者：日本 ； 桃山学院教育大学人間教育学部 3年次 8名／ファシリテーター 中村浩也（本学教授） 

カンボジア ； カンボジア・メコン大学 学生 10～20名予定／ファシリテーター 樋口浩章氏 

形  態：Microsoft社 Office365 Teams を使用したオンライン協働学習 

概  要：日本語をつかっての学習をベースとしながら、自己紹介などは双方の言語を尊重して行う予定です。 

メコン大学の学生の皆さんには、カンボジアの地方の様子や家族の紹介など、生活の実態を学生目線

で紹介してもらい、本学の学生からは大学紹介をしながら、コロナ禍における過ごし方や不安などを

語り合うことで、世界の広がりを感じてもらうことを期待しています。 

 

※想定する学習モデル 

 

 

 

 

 

アイスブレーキング

テレビ会議や紹介動画

の交換などを通じて、

距離縮める。

文化比較検証

同じテーマで互いの国

の状況を調べ結果を交

換、比較検証を行う。

協働学習

両国の学生が協働でま

とめの資料や動画を作

り、発表する。

▼COILとは…Collaborative （協働・交流）Online （オンライン）International （国際）Learning （学習） 

オンライン教育手法の進化を国際的な大学間交流に応用した、国際的・双方向的な新しい教育実践の方法。 

情報通信技術 (ICT)ツールを活用し、海外の学生と様々な分野のプロジェクトをバーチャルに連携しながら実施することで、国内に居

ながら海外大学の学生と協働して学習できる。（※文部科学省Webサイトより） 
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参考） 

▼桃山学院教育大学は2019年2月、メコン大学（カンボジア）と交流協定を締結しました 

https://www.andrew-edu.ac.jp/news/2018/kpg9ht00000018ri.html 

 
▼桃山学院教育大学は2019年2月、「海外インターンシップ（カンボジア）」を実施しました 

https://www.andrew-edu.ac.jp/news/2018/kpg9ht00000018vb.html 

 

    

 

※オンライン学習の撮影、大学教員や学生（要本人了解）への取材・撮影、インタビューに対応可能です。 

※取材をいただける際は、下記までご連絡をお願いいたします。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【本件広報に関する問合せ】  学校法人桃山学院 経営企画課 広報室 

TEL 0725-54-3131 FAX 0725-54-3203 ／E-mail koho09@andrew.ac.jp 
桃山学院教育大学 

〒590-0114 大阪府堺市南区槇塚台4-5-1 
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